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OSSによるシステム構築の課題 
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サポート体制は十分か？ 

どんな準備が必要か？ 

メリットとデメリットは？ 

SakaiとMoodleのどちらがよいか？ 

どのくらいの基盤が必要となるか？ 

バージョンアップはどうなるか？ 

どういった開発手法がよいか？ 

はじめてOSSを使うのですが….. 

どういうOSSを使うのがいいか？ 

どうすれば教員が使ってくれるか？ 

なぜSakaiを選んだか？ 



想定する分担モデル 
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Agenda 
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1. Before Sakai 

• 授業支援システムの変遷 

• Sakai/Ja Sakai Community 

• Sakai CLEの実験的利用 

 

2. Sakai による授業支援システム構築 

• 計画 

• 仕様策定 

• 開発 

• サービスイン 

• 運用・普及 

 

3. 将来計画 

常盤 (法政大学) 

15:10-16:00 
吉田 (KEL) 

16:00-16:30 

16:30-17:00 

1. Sakai ビジネスモデル 

• 提案 

• 開発 

• 運用 

 

2. Sakai Commercial Affiliate 

• コミュニティへの貢献 

Q & A 



2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 

法政大学における授業支援システムの変遷 

2002年 工学部土木学科 

にて導入 

工学部での利用 

全学での利用 

インターレクト社 .campus 
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net2006 



Readiness of Online Teaching and Learning 

出典 Barbara Truman-Davis etc., “Support for Online Teaching and Learning”, EDUCAUSE, 2000 

Institutional 

Readiness 

Faculty 

Readiness 

Course 

Readiness 

Learner 

Readiness 

Key Areas 

for 

Online Teaching & Learning 
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全学展開プロセス 

12 1 2 3 

手段を知る 

手段を理解する 

教授会説明 (3キャンパス11学部) 

2006年度 
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2007年度 

集中講習会(8回) 

ガイドブック配布 
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net2006 

2006年9月サービスイン 

D:/Sakai/JaSakai/5thConf/WS/report/report.htm


利用者の推移 
学

生
 (

2
8
,0

0
0
人

/全
学

) 

教
員

(7
2

0
人

/専
任

) 

学生および教員利用者数 

2007.4 2008.4 2009.4 2010.4 

21,200 
19,879 

10,961 

5,333 

222 

515 

689 808 
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2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

Sakai Community History 
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Ja Sakai 

法政大学 名古屋大学 熊本大学 関西大学/ 

大阪大学 

法政大学 

Atlanta 
6/10-15 

http://www.kansai-u.ac.jp/index.html


Sakai Conference セッション 
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2008-2010分類 2008 2009 2010 2011 2011年度分類 

Building Sakai 30 30 24 36 Software Design and 
Development 

Deploying Sakai 22 24 36 39 Leadership and Future Design,  
Supporting and Training 

Using Sakai + 
Portfolio 33 51 54 29 Teaching, Learning, Research 

and Portfolios 

Multiple 
Audience 25 18 19 16 Pre-Conference Session, 

General Session etc. 

Sakai Showcase 20 11 9 17 Expand Solutions 

合計 130 134 142 137 



Sakai Conference 2011 
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Sakai Conference 2011– 国際化(i18n) Meeting 
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Ja Sakai コミュニティ大学間連携 
2008 2009 2010 2011 

名古屋大学 
全学Sakai 

関西大学
CEAS/Sakai 

法政大学 
全学Sakai 

ULAN 
プロジェクト 

2007 

京都大学 
KEEP Toolkit 

熊本大学 
eポートフォリオ 

明治大学 
プログラミング 

学習支援 

情報提供 

情報提供 ★Ja Sakai設立 
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Sakai 
2.9 



Sakai関連研究 
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ユーザインターフェース検討 2008年度 

2948 pixel 

(1.6) 

13クリック 

1861 pixel 

(1) 

8クリック 

4853 pixel 

(2.6) 

15クリック 

資料配布の設定ではSakai CLEが最も少ないマウスの動きで設定することができる． 

インターレクト社 .campus Sakai CLE 2.5.0 Moodle 1.9.14.1 
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video/dc_資料配布.avi
video/Sakai_資料配布.avi
video/Moodle_資料配布.avi


GOMSモデル 

繰り返しの操作をタスク分析し，
それぞれの操作時間から全体の
操作時間を推測する研究である． 
 
同じ操作を繰り返し行う授業支援
システムでは操作回数が少なけ
れば操作時間は短縮される． 

The Model Human Processor – memories and processors 

出典： Card, S. K., Moran, T. P., Newell, A.,  
“The Psychology of Human-Computer Interaction”,  
Lawrence Erlbaum Associates, Publishers, Hillsdale,  
New Jersey, USA , 1983. 



Sakai活用 - ESOP Exchange Students from Overseas Program 
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No. Role Name 

  Teacher Jon Brokering 

  Hosei TA Judy Halebsky 

  UCD TA Angela Gaspar 

1 Hosei Student 

2 Hosei Student 

3 Hosei Student 

4 Hosei Student 

5 Hosei Student 

6 Hosei Student 

7 Hosei Student 

8 Hosei Student 

9 Hosei Student 

10 UCD Student 

11 UCD Student 

12 UCD Student 

@2009年度 



Sakai Forum in ESOP 
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オープンソースソフトウェア 

http://www.php.net/
http://www.postgresql.org/
http://tomcat.apache.org/
http://moodle.org/


構築に関する技術的課題  @2007年度 
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Work 
Possible Issues 

Category Work Breakdown 

Installation OSS selection 
Sakai does not boot up due to mismatching 
version of Tomcat, JDK and MySQL. 

Tuning System parameter 
How to write JAVA_OPTS and 
CATALINA_OPTS for tuning 

Sakai  
Function 

Tool Development/ 
Modification 

How to develop tools in Sakai. 

I18N and L10N How to fix bugs due to i18n and l10n 

Integration 
SSO How to setup CAS with Sakai 

Question and Testing 
How to connect Sakai to other system by 
Sakai web service 

Scalability Load Balancing How to configure Tomcat and Sakai 

Operation 
System backup How to backup MySQL 
System down How to solve system down 



OSSサポート体制案  @2007年度 

Sakai CLE 

(Open Source Software) 

2007年10月時点のビジネスモデル案 

rSmart CLE 

I18N/L10N Support 

rSmart 

Japan 

rSmart CLE 

with L10N 

国内 

ベンダー 
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OSSサポート体制検討  
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Commercial Affiliate 
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KELからSakai Communityへの 

改善依頼報告 



法政大学Sakai 
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導入スケジュール 

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 

★ プリセッション 

開発 / 導入 

仕様検討 

評価 

導入 

★ 
業者確定 

★ サービス提供 

★ 

★ 

RFP 

★ 

RFI 

★ 

理事会開封 

★ net2010サービスイン 

2009 2010 2011 

★ 授業支援システム契約終了 

学
内
委
員
会 

調  

達 

G
iv

e
n

 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 
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仕様検討プリセッション 2009年9月7,8日         

  1日目   

  12:55 各種案内   

  13:00 開会の辞   

  13:10 自己紹介   

  13:15 FDアンケート報告   

  13:45 Planning Sessionルールについて   

  14:00 Ice Breaking   

  14:10 グループセッション1 (AV設備→教員からの要望収集)   

  16:00 休憩   

  16:20 グループセッション2 (手書出席管理票→出席管理，携帯，手書文書連携)   

  17:30 休憩   

  17:35 授業支援システムアンケート報告   

  18:00 グループセッション3 (教育における図書館の役割)   

  18:40 グループセッション4 (ToBe→教育支援TA，学生意見収集，留学生，学士力)   

  19:30 夕食   

    

  2日目   

   9:00 学習システムの現状   

   9:40 SAとICTの絡み   

  10:00 1日目のReflection   

  10:15 休憩   

  10:20 グループセッション5 (次期システムのねらい)   

  12:00 昼食   

  13:00 グループセッション6 （方針-携帯，通教，コンテンツ作成，図書館連携）   

  14:50 休憩   

  15:00 今後の進め方   

  15:15 グループセッション7 (優先度の検討-緊急性，有効性，実現度，コスト)   

  16:10 休憩   

  16:20 発表と質疑応答   

  16:25 講評   

  17:30 終了   

        25 



移行概要 
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授業支援 
システム 

 
 

.campus(～2010年度) 

新 
Web シラバス 

システム 

Sakai(2011年度～) 

クリッカー 

授業支援 

システム機能 
(≒H’etudes) 

授業支援 
システム 

 
 

Webシラバス 

授業支援 
システム 
( H’etudes ) 

ケータイ 
サービス 



開発 - 優先順位管理 
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システム基盤 – OSS & Private Cloud 
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サーバ
機能

アク
ティブ
DB01

Sakai
Apache
AP01

HA
領域

スタン
バイ

DB01

Sakai
Apache
AP02

HA
領域

Sakai
Apache
AP03

Sakai
Apache
AP04

Sakai
Apache
AP05

HA
領域

Sakai
Apache
AP06

NoSSO
Sakai

Apache
AP07

Test
Sakai

Apache
AP11

HA
領域

vCenter
Server

SMTP

Develop
Sakai

Apache

AP12
兼HA

Develop

DB
DB11

兼HA

空き

Core 8 2 2 8 2 2 2 2 2 6 2 2 2 6 2 1 2 4 3
メモリGB 16 8 24 16 8 24 8 8 8 24 8 8 8 24 4 4 8 16 16

Disk1（GB） 40 40 － 40 40 － 40 40 40 － 40 40 40 － 40 10 40 40 －
Disk2（GB） 800 － － － － － － － － － － － － － － － － 400 －

あり*3 あり － あり*3 あり － あり あり あり － あり あり あり － － あり － － －
LU00 LU00 － LU00 LU00 － LU00 LU00 LU00 － LU00 LU00 LU00 － LU02 LU02 LU02 LU02 LU02
LU01 － － LU01 － － － － － － － － － － － － － LU03 LU03

*1=高可用性 *2= Xeon-X5680(6) 3.33GHz *3=LifeKeeperにてHA

実サーバ機 48GB 48GB
12core*2 12core*2

仮
想
ゲ
ス
ト

HA*1

VMware VMware
Diskエリア　2
仮想ホストOS

Diskエリア　1

12core*2
Vmware

物理サーバ１ 物理サーバ２ 物理サーバ３ 物理サーバ４

VMware
12core*2

VMware
12core*2

物理サーバ５

48GB
X3650M3#1 X3650M3#2 X3650M3#5

48GB
X3650M3#3

48GB
X3650M3#4



Demo 
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授業支援システム 

運営委員会 

運用体制 
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情報メディア教育
研究センター 

SE 

相談員 
(大学院生) 

～2010.3 2010.4～ 

教育開発支援機構 
FD推進センター 

(教育支援課) 

SE 

相談員 
(大学院生) 

授業支援システム 
運用会議 

• 方針立案 

• 改善提案 

• 運用管理 

• 授業支援システム所管 

• 予算申請 

• システム運用 

• ユーザ窓口 



大学ITシステム構築知識体系 
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大学ITシステム構築知識体系 

計画 

計画の基礎 

外部環境調査 

方針展開 

計画策定 

仕様作成 

仕様作成の基礎 

要求獲得 

機能要件策定 

非機能要件策定 

要求仕様書策定 

開発 

開発の基礎 

プロジェクト管理 

大学ドメイン知識 

先進技術知識 

移行・普及 

移行・普及の基礎 

移行 

普及 

運用・ユーザ支援 

運用・ユーザ支援の基礎 

システム運用 

ユーザ支援 

知識エリア名 

知識項目 

凡例 

31 

http://www.yujitokiwa.jp/top/clebok/ 



移行・普及/普及 
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目的 

概要 

インプット 
• 計画書 

• ユーザガイド 

ツールと技法 
• Rogersのイノベーションの普及 

• CBAM 

アウトプット 
• 普及計画書 

• ユーザガイド 

事例 

ガイダンス
ポケット
ガイド

WWW
ガイド
ブック

講習会 WWW
ガイド
ブック

Awareness

 (気づき)
それは何か？ ○ ○

○

(教授会)
○

Information

(機能)
どのように動くか？ ○ ○ ○

○

(講習会)
○ ○

Personal

(意義)
自分にとって役立つ
か？

○
(講習会)

○ ○

Management

(操作)

どうすれば利用法をマ

スタできるか？
○ ○ ○

○

(講習会)
○ ○

Consequence

(重要性)
価値があるか？

○

(講習会)
○

Col laboration

(協調)
他の人はどうしている
か？

○
(FAQ)

○

Refocus ing

(再確認)
うまく使うために他に
することはないか？

○

教員学生
Stages  of  Concern

(関心の局面)

CBAM The Concerned-Based Adoption Model 

Rogersのイノベーションの普及 

32 
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授業支援システム利用実績 (2011年度) 

授業 
ネットワーク 

アプリケーション 
設計論 

マルチメディア 
コンテンツ 

コンピュータ 
サイエンス論 

対象 

理工学部 
応用情報工学科 

 

3年生，64名 

理工学部 
応用情報工学科 

 

4年生，27名 

デザイン工学研究科 
システムデザイン専攻 

 

修士1年生，16名 

概要 

TCP/IPネットワークの基礎，DNS，
メールシステム，Webアプリケー
ション，認証と認可などに関する知
識を習得するとともに，簡単なアプ
リケーション開発を通じて設計を体
験する． 

マルチメディアコンテンツに関する
基礎および利用技術を理解すると
ともに，著作権などの関連知識を
学ぶ．また，簡単なマルチメディア
コンテンツの制作を行うことによっ
て，学習の理解を深めるとともにマ
ルチメディアコンテンツの可能性を
体験する． 

学生自身が興味を持つコンピュー
タに関連するテーマを取り上げ，そ
のテーマを教員のアドバイスのもと
に深く掘り下げる内容とした．さら
に提案されたテーマを教員が関連
づけ，2～5名の学生からなるチー
ムを構成しチーム課題を与えチー
ムとしての提言を求めた． 

形態 
大人数 

教員主導型 
専門授業 

少人数 
教員主導型 
専門授業 

少人数 
学生主導型 

授業 



授業支援システム利用実績 (2011年度) 

授業 
ネットワーク 

アプリケーション 
設計論 

マルチメディア 
コンテンツ 

コンピュータ 
サイエンス論 

対象 3年生，64名 4年生，27名 修士1年生，16名 

授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
機
能 

お知らせ (回数) 6 10 4 

教材 (数) 

フォルダ 8 11 6 

PDF, Word 18 21 19 

Web Link 12 29 13 

データ 8 6 2 

課題 (回数) 3 3 1 

テスト 
/アンケート 

回数 8 7 1 

問題数 50 21 6 

クリッカー （問題数） 8 5 0 

掲示板 （回数） 3 5 2 

授業情報 履修登録確認にて利用 

名簿 受講者確認にて利用 

成績簿 得点集計にて利用 - 



将来構想案 

Mobile Audio/Video Cloud 36 

手書き入力 

システム(未定) 



OSSによるシステム構築の課題 

37 

サポート体制は十分か？ 

どんな準備が必要か？ 

メリットとデメリットは？ 

SakaiとMoodleのどちらがよいか？ 

どのくらいの基盤が必要となるか？ 

バージョンアップはどうなるか？ 

どういった開発手法がよいか？ 

はじめてOSSを使うのですが….. 

どういうOSSを使うのがいいか？ 

どうすれば教員が使ってくれるか？ 

なぜSakaiを選んだか？ 



まとめ 

38 

OSS Sakai CLEを基盤とした授業支援システムの構築の
概要について説明した． 

 大学相互依存のHUBとなっているSakaiコミュニティが重
要な役割を担っている． 

 法政大学における開発でダブルバイトに起因する不具合
の解消および日本語翻訳などの日本語化が進んだ． 

 OSSを用いた大学における教育システム構築の手法は
確立しつつある． 
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Ja Sakaiコミュニティの責務 

 

日本版 Sakai の開発・機能強化および利用促進活動に留ま
らず，国際版 Sakai の開発・機能強化および利用促進活動
等，Sakai コミュニティ全体へのコントリビューションを行うも
のとする． 
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Ｎｅｔ2006 -次期法政大学学術情報ネットワークシステム‐ 

ネットワーク 

■ 法政大学 Net2006概要 

メール/WWW 

市ヶ谷 

ホットスポット/ＩＰ電話など 

セキュリティ 

小金井 

多摩 

ギガビットＮＷ 

コンテンツ更新 
作業の容易化 

セキュリティ 
の強化 

グループ：○○委員会 

所属組織をまたいだ 
グループ内での情報共有 

教職員向けグループウェアの本格導入 

データセンタによる 

サービス停止の回避 
統合認証システムによる 

シングルサインオン 

・資料の配布/レポートの回収など 
 などＷｅｂベースの支援 

教員、学生支援 
 

授業支援システム導入 

・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教室の増加 
・高輝度プロジェクタ導入 

遠隔ゼミ・会議 

ﾊﾞｰﾁｬﾙﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

マルチメディア教室 
の増強 

コンテンツ作成 
・管理・配信 

講義の録画 

学生側教室 講師側教室 

※遠隔バックアップ 
 回線の導入 

遠隔講義・会議の充実 

グループウェア 
主要機能 

グループ管理 
回覧板・電子掲示板 

会議設定 
スケジュール 

TO DO 
アドレス 

ファイル共有 

*講義をネットワークで支援する機能* 
-お知らせ -ディスカッション 
-講義教材掲載 -アンケート 
-メンタリング -テスト 
-課題提示、課題収集 -シラバス 
-成績・出席管理 -ケータイアクセス 
 
 


